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項�  �目� 頻�度� ％� �
なくてはならないも�の� 2�2� 3�4� 
癒�し� 1�5� 2�3� 
楽し�み� 1�5� 2�3� 
鼓舞す�る� 1�2� 1�9� 
気分転�換� 1�1� 1�7� 
リラック�ス� 1�0� 1�6� 
身近にあ�る� 8� 1�3� 
演奏す�る� 7� 1�1� 
何かを与えてくれ�る� 4� 6� 
素直な気持ちにな�る� 4� 6� 
潤�い� 3� 5� 
コミュニケーショ�ン� 3� 5� 
仕事での関わ�り� 2� 3� 
踊�る� 1� 2� 
自己表�現� 1� 2� 




















































































































































































































































































































































































































































７．お わ り に
「私の好きな音楽」発表時，また，レポート
に「失恋した時に，この曲を聞くと，，，」「こん
な恋がしたい，，，」などの選曲理由を述べてい
る学生も多く見受けられる。青春期の人間らし
い感情の機微をあるがままに楽しむ生き方を垣
間見ることができる。「好きな音楽」は精神活
動の潤滑材としてゆるぎない部分をしめている
のは確かである。
マス・メディアが発達し，手を伸ばせば，簡
単に世界中の音楽を聞くことができる。今日で
は「ワールド・ミュージック」4)「世界音楽」5)
という言葉も聞かれ，従来の西洋音楽を中心に
「クラシック音楽」対「ポピュラー音楽」とい
う二分法から，価値の序列化をしない「一つの
音楽」として新たな視点で理解していこうとい
う考え方の動きも出てきている。
諸民族で生まれた独自の音楽が融合して新し
い音楽が生まれてきている。J-ポップも例外で
はないであろう。このような文化現象の中，音
楽は新しいサウンドの世界を創りだした。それ
にともない，音楽を「ボーダレス」「ジャンル
レス」と言う概念で捉えてゆき，音楽の本質を
探っていこうとしている。太古の昔，先人達は
心から染み出る叫びを表現しようとしたものが
音楽ではないだろうか。学生の心を揺さぶる
「J-ポップ」は「音楽のよろこび」に通ずる感動
を呼び起こす魂の響きそのものではなかろう
か。
「音楽のよろこび」の授業で，学生達の「私
の好きな音楽」を取り入れた音楽観賞は，音楽
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の持つ力が感性を育て，コミュニティの成員と
しての自覚を醸成し，人生を豊かなものにする
ための一助となりうると思われる。
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